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蜷川は 1873 年に駿河国袖師で生まれ、1889 年に第一高等学校に入学し、仏文科に入った。高
等学校を卒業した蜷川は、「軍隊にはいり、軍事をいちおう心得て、後年の外交官としての活躍




容所に転じ、同年 7月に樺太軍の国際法顧問となった。同年 11 月から、同じく陸軍省の命令に
より、「外人の慰留財産の整理委員」として旅順で過ごし、1907 年に帰国し、韓国政府の官吏と
なった。蜷川は 1912 年に京城で文部大臣から学位を授けられ、「事務の人間」から「学会の人
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さらに注目されるべきは、同一行が戦時評議会長でアメリカ赤十字社社長の Henry P. 
Davison（以降、「デヴィソン」と表記）とウィルソン大統領に直接面会した点であった。
表１　日本赤十字社慰問使一行の米国赤十字社関連の訪問概要
1918 年 6 月 14 日 慰問使一行、日本を出発。
1918 年 7 月 2 日 サンフランシスコにて、米国赤十字社は戦時評議会長デヴィソンの代理にローレ
ンス・キーンを派遣。
1918 年 7 月 8 日 ウィルソン大統領は天皇陛下に慰問使の派遣に対し感謝の意を伝える電報を打
つ。同年８月９日返信。
1918 年 7 月 13 日 シカゴに到着。米国赤十字社支部および官民の歓迎を受ける。
1918 年 7 月 16 日 ワシントンに到着。米国赤十字評議会長デヴィソンおよび慰問使接伴委員長カッ
トラーその他の歓迎を受ける。
ウィルソン大統領の長女も来訪。
1918 年 7 月 17 日 米国赤十字社の各種事業を視察。
1918 年 7 月 18 日 大統領船（メイフラワー号）に乗り、大統領宅を訪問。午後、正式に米国赤十字
社を訪問。
1918 年 7 月 19 日 ウィルソン大統領に謁見。
1918 年 7 月 20 日 ニューヨークに到着。デヴィソン、ダブルデー、アーレンから赤十字を中心とし
た日米親善に関する挨拶。
ローズベルト前大統領を訪問。夕刻、デヴィソンの私邸を訪問。
1918 年７月 22 ～ 24 日 ニューヨーク市内外における公立私立の戦時設営を視察。
1918 年 7 月 30 日 アメリカを出発、イギリスへ。
1918 年 8 月 25 日 在フランス米国赤十字委員部スコット中佐カロル大尉の誘導で戦地へ。戦場とフ
ランス委員部の活動を視察。
1918 年 10 月 1 日 徳川慶久はイギリス、蜷川新はフランス、そのほかはアメリカもしくは喜望峰周
りで帰国の途につく。
1919 年 1 月 6 日 ３委員が帰国、古澤局員は同月２４日帰国。徳川は３月２９日帰着、蜷川はパリ
にとどまる。
注：一行に同行していた吉田秀夫氏は帰国途中の 1918 年 12 月 16 日に病にかかり死亡している。
出所： 日本赤十字社編『日本赤十字社史続稿－明治四十一至大正十一年－下巻』日本赤十字社、1926 年、445 ～
458 頁。
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十字社支部および社員の激増があった。1917 年 5 月 1 日の時点で 562 支部と 48 万 6,194 名で
あった大人の社員は、1919 年 12 月 28 日の時点で 3,724 支部と 2,000 万人の大人の社員と 1,100
万人の少年および少女の社員へと量的な広がりを見せた。結果、2年間で、アメリカ赤十字社は
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字国際委員会 28）（The International Committee of the Red Cross、通称「ICRC」）と国際赤十
字・赤新月社連盟（The International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies、通
称「IFRC」）の 2つがある 29）。このうち、後者の IFRCは、1919 年に新たに設立された赤十字
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（ⅱ）カンヌ会議（1919年 2月 1日、2月 2日）
1919 年 2 月 1 日、赤十字社の平時事業を話し合う会合はカンヌで始まった。会議の参加者は











































げた 55）。そして 2月 14 日に、五国で構成される委員会はカンヌを場とする医学専門家会議を招
集することを決議した 56）。
（ⅳ）カンヌ医学専門家会議出席に際しての日本赤十字社の動き




助医学博士に打診してみるも断られた 59）。このように人選が難航し、結果、3月 28 日にフラン
スに滞在していた軍医小監壁島為造と陸軍一等軍医の名和克己の派遣が決定し、外事顧問とし
て蜷川も列席した 60）。蜷川は 3月 30 日の日記で、日本から一人の大家も出せないことを遺憾と
し、他国の外交の巧みさを語り、「日本人は此点未だ列国人の仲間でない 61）」と嘆いた。
（ⅴ）カンヌ医学専門家会議（1919年 4月 1日～ 11日）
カンヌ医学専門家会議にはイギリスから 10 名、フランスから 11 名、イタリアから 10 名、日
本から 2名、アメリカ合衆国から 19 名、看護部にはイギリスから 2名、フランスから 1名、イ
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カンヌ医学専門家会議開催の直後、1919 年 4 月 16 日から 17 日のパリ会議における五国委員













1 エドワード、ア、ルバルドウヰン ● ● 
2 ヘルマン、エム、ビッグス ● ● ● ● ● ● 
3 ヒューエス、カミング ● ● ● 
4 リビングストン、ファランド ● ● ● 
5 アルベルト、エッチ、ガルヴヰン ● ● ● 
6 サミュエル、エムシー、クリントック、ハミル ● ● ● 
7 エル、エメット、ホルト ● ● ● ● ● ● ● 
8 ウヰリアム、パーマー、ルカス ● ● ● ● ● 
9 ウヰツクリフ、ローズ ● ● ● ● ● 
10 フレデリック、エフ、ラッセル ● ● ● ● ● ● 
11 ウヰリアム、エフ、スナウ ● ● ● ● ● ● 
12 リチャード、ビー、ストロング ● ● ● ● ● ● ● 
13 フリッツ、ビー、タルボット ● ● ● ● ● ● 
14 リリアン、デイ、ワルド ● ● 
15 ウヰリヤム、エッチ、ウェルチ ● ● ● ● ● 
16 ウヰリヤム、チャーレス、ホワイト ● ● ● 
17 リンスリー、アール、ウヰリヤムス ● ● ● ● ● ● 






出所：日本赤十字社編『日、米、英、仏、伊五カ国赤十字社委員会議事録』日本赤十字社、1920 年、213 ～ 216 頁。
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た 91）。」と述べていることから、日本赤十字社は 1922 年以降、赤十字社連盟の財政負担という
形で存在感を示すことになった。
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各種救療施設としては、1911 年に東京支部で設置され 12 支部 19 箇所に設けられている常設
救護所、医療機関のない場所に医師が直接赴き、実費診療と救療をおこない、10 余箇所に設置
された救療所、「生活の豊かならざる人々の居住する地方、或いは医療機関の乏しい山間僻地或
いは伝染病流行地方等」を訪問する役割を担った巡回診療、1917 年に愛知支部で 131 箇所に配










ことを目的とした。少年赤十字を初めて設置したのは 1920 年の滋賀支部であり、1922 年には他
支部も合わせると 939 団、210,058 名となった 104）。1924 年に入ると、「少年赤十字の栞」、「通信
交換の手引き」、「個人衛生」等を刊行し、講演会の開催、外国少年赤十字団児童との通信交換
などをおこなった。少年赤十字の団数および所属人数は 1413 団、345,677 名に増加した 105）。
蜷川は少年赤十字の普及に特にこだわった。少年赤十字の結成を通じて健康、人道、国民の
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The Development of Japanese Red Cross Society (JRCS) 
Peacetime Relief Efforts: 
The Role Played by Ninagawa Arata
Mai YAMASHITA
Abstract
The aim of this article is to investigate why the JRCS added peacetime relief eﬀ orts to its existing pro-
gram of wartime relief eﬀ orts after World War I, taking into consideration the relationships between the 
Japanese organization and Red Cross Societies elsewhere.
Firstly, World War I served as an opportunity for Red Cross Societies all over the world to clarify 
changes in the contents of their relief eﬀ orts. More speciﬁ cally, this was because European and Ameri-
can Red Cross Societies were strongly aware of a need for peacetime relief eﬀ orts to protect the lives of 
their nations’ citizens, as an addition to wartime relief. Peacetime relief here refers to disease prevention 
and health care. Based on the experiences of World War I, the League of Red Cross Societies（LRCS）̶
an organization promoting peacetime relief eﬀ orts̶was founded in 1919, at the initiative of the Ameri-
can Red Cross Society.
Secondly, Ninagawa Arata participated in several international conferences related to the founding of 
the LRCS as a representative of JRCS. As an expert in international law, Ninagawa Arata contributed to 
the inclusion of humanitarian ideas in the constitution of the League of Nations, and he repeatedly spoke 
of these achievements in Japan. However, this article makes clear that the role played by the JRCS in 
the establishment of the League of Red Cross Societies was limited, in spite of Ninagawa’s claims. The 
ﬁ rst reason for this is that there is no question that the LRCS was founded through the political and eco-
nomic power of the American Red Cross Society. The second reason is that one of the major goals of the 
founding of the LRCS was to spread knowledge about health promotion and disease prevention, grounded 
in the theories of medical science and public sanitation specialists.
In this way, the role of the JRCS in the establishment of the League of Red Cross Societies was lim-
ited. However, the activities of the LRCS did bear fruit in Japan in the post-World War I period, for ex-
ample, through the formation of the Junior Red Cross（JRC）. The JRC has trained nurses in charge of 
public sanitation, provided healthcare for expectant and nursing mothers as well as infants, and spread 
the ideals of the Red Cross.
Keywords:  Japanese Red Cross Society（JRCS）, peacetime relief, League of Red Cross Societies（LRCS）, 
Junior Red Cross（JRC）, Ninagawa Arata
